食品加工廃棄物から機能性食品素材の生産とその生理活性評価 by 王 淋渤 & WANG LINBO
Functional Food Materials Production from Food











氏名（本籍）     王 淋渤  （中国） 
 
学位の種類      博 士（生物工学） 
 
学位記番号      博 甲 第 7164 号 
 
学位授与年月日    平成２６年１１月３０日 
 
学位授与の要件    学位規則第４条第１項該当 
 
審査研究科      生命環境科学研究科 
 
学位論文題目 Functional Food Materials Production from Food Process Waste and Its 
Physiological Activity Evaluation 
（食品加工廃棄物から機能性食品素材の生産とその生理活性評価） 
 
主査       筑波大学教授  博士（工学） 野村 暢彦 
 
副査       筑波大学教授  博士（農学） 高谷 直樹 
 
副査       筑波大学准教授 博士（工学） 橋本 義輝 
 






















チンのヒト癌細胞（T24，MDA-MD-231, HT1080, U-2 OS）の増殖を抑制することが確認できた。さらに、
フコキサンチンの低使用量で誘導された細胞増殖抑制作用は、G0/G1期の p21のアップレギュレーションに













疫調節活性について検討した結果、Cordyceps militaris多糖類の抗酸化活性が、ABTSラジカル(EC50: 0.05 




ることが実証された。また、発酵物から分離した多糖類とコルジセピンのヒト癌細胞（Hela, HT1080, A549, 
U-2 OS, MDA-MB-231）の増殖を抑制することが確認できた。 
 
 
審   査   の   要   旨 
 
 
本研究は、豆腐、豆乳、大豆タンパク質生産の副産物であり農産廃棄物として処理されることの多いオカ
ラ(SCR)を原料とし、Cordyceps militarisを用いて SCRの固体発酵をして有効な多糖類を抽出することに、
世界で初めて挑戦したものである。 
固体発酵の最適条件を明らかにして多糖類の最適条件を確立し、高濃度で収率の高い多糖類の生産法を構
築したことが示された。それに加えて、生産された多糖類の抗酸化作用、免疫調節作用、抗腫瘍活性につい
ても明らかとした。また、Undaria pinnatifidaからフコキサンチンを抽出し、世界初めて 4種のヒト癌細
胞（T24，MDA-MD-231,HT1080,U-2 OS）に対し、フコキサンチンによるアポトーシス誘導作用や抗酸化
作用、免疫調節作用、抗腫瘍活性に関しての究明を行い、その有効性を確認した。 
以上のように、本博士論文で、新規性の高い実用的な有用物質生産に繋がる貴重な成果が得られ、農産廃
棄物の再資源化分野への応用、科学的かつ技術的助言が提供できる点が、生物工学分野においてオリジナリ
ティに富む研究として高く評価できる。 
 平成２６年９月１６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
